
守山まるごと活性化 議事要旨    

会議名： 

日時：令和４年９月 17 日（土）午前 10 時から 

場所：守山会館２階 図書室 

出席者：井上代表、德冨、竹村、山田、林、十河、余川、杉本  守山会館 川上、大屋 

使用資料：わがまちミーティングについて、各委員の進捗状況等 

議題 
１．わがまちミーティングについて 

２．自治会の課題解決に向けた検討（各委員の進捗状況について等） 

会議要旨 

内容 

１．わがまちミーティング 

●開催時期と場所について 

・２月 11 日（土）に開催する。 

・場所は守山会館全館で、分散して開催する。 

●開催方法について 

 オンラインの実施について 

昨年度は感染対策のために、希望される方へオンラインでの参加を許可するか議論に上がってい

たが、今年度も同様にオンライン参加を許可するか？ 

 （意見） 

 ・オンラインは市でもまだ取り組んでいない。学区から始めるのではなく、市で取り組まれてから

の方がいいのではないか。 

・幅広い参加者を呼び込むといった目的とし、試験的にやるならいいかもしれない。 

 ・今後オンラインを導入する予定なら、試験的な実施として取り組んでもいいかもしれない。 

 ・問題点として挙げるなら、１人しか話せないことや、白板が使いにくいこと。 

●テーマについて 

（代表）学生さんにテーマ案を出してもらう。その際に、根本的な問題点を学生さんに理解しても

らい、テーマを決めてもらうこと。 

・守山学区が都会化してきた中で、これまで通りの自治会運営は難しい。それをどのように解決す

るかが我々のテーマである。全国的に PTA の脱会、寺社仏閣離れ、赤十字奉仕団の 

・第３回～５回までテーマがほぼ同じ。もう少しピンポイントでやった方がいいのではないか？ 

・あまり自治会のテーマに引っ張られないほうがいいかもしれない。直接的な「自治会」というテ

ーマは避けた方がよい。「私なら〇〇ができる」というのを引っ張りだすのがこのミーティング

の目的になると思うので。 

・多くは期待できない。明日から急に自治会に参加して積極的に活動するということは無理。しか

し、何かのきっかけになれればと思うので、個々の意見を聞けると思うし、続けることが何より

大事。 

 

令和４年度 第３回守山学区まるごと活性化プラン A プロジェクト会議 

作成者：大屋 



●アンケートについて 

 基本的には経年経過を捉えるために、質問項目は昨年度と同じにしたい。 

 ・「地域のつながりはあると感じますか」や「地域のつながりは必要と感じますか」の項目で、「ど

ちらともいえない」の回答項目があるが、中間の立場から〇をする人もいれば、無関心やわから

ないといった理由から〇をする人もいると思う。そのため、「どちらともいえない」を削除して、

「関心がない・わからない」という項目を作成してはどうか。 

 ・「地域のつながりは必要だと感じますか」の質問項目で、「必要だと思う・どちらかといえば必要」

と回答した人は自由記述形式でどんなことが必要か意見を聞いているのに、そうでないと答えた

人の意見を問う質問項目がない。そうでないと答えた方の意見も聞けるように自由記述を変更す

ること。 

 ・アンケートを集約するだけでなく、活用できないか。せっかくいい意見を出してもらっているの

で、例えば自治会に回覧する等考えてはどうか。 

２．自治会の課題解決に向けた検討 

①各委員のあり方検討について 

②まるごと活性化プロジェクトが来年度で 10 年を迎えることについて 

【意見等】 

 （代表）来年度で守山市全体のまるごと活性化プロジェクトが 10 年を迎えるが、それ以降どうす

るかはまだ市の方で決定されていない。しかし、本プロジェクトとしては、来年度に報告書を作

成して一旦区切りにしたいと思う。そのあとに、改めて自治会の課題について話し合う場を設け

るか議論がなされることもあるかもしれないが、10 年で一旦終結と考えている。  

 

決定事項 
・わがまちミーティングのテーマは龍谷大学と検討する。 

・次回会議 12 月 17 日（土）午前 10 時から 

次回以降につ

いて 

・わがまちミーティングのテーマおよびチラシの決定と案内同封アンケートの内容

について 

・自治会の課題解決に向けた検討について 

 


